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 博士論文題目   独立した両手動作による両手間干渉の特徴と両手間優位性の違い 
              ～両手動作スキルの異なる 3群間の比較～                                                                            
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群それぞれに特徴的な Bimanual coupling effectが認められた。また、脳卒中片麻痺群では、両手間干渉と麻
痺の重症度との関連性も認められた。これらから、脳卒中片麻痺者においては、麻痺の回復過程に沿った両手
動作練習を立案する時の手掛かりとなる可能性があることが示唆された。 
